
　重点目標一覧表 担当部局名

【平成30年度重点目標】 【令和元度重点目標】

重点目標 重点目標

重点目標 重点目標

重点目標 重点目標

②意欲ある中小企業のきめ細かな経営支
援

②迅速かつ返済負担軽減で資金調達できる制度融資ﾒﾆｭｰの新設・新規開業
資金利用対象者の拡大、3商工団体連携事業(共同出展5回、域内外ﾏｯﾁﾝｸﾞ
等100件)、販路拡大補助金35件、ものづくり相談体制共同出展:2回、専門
家派遣:8社(21回)、ものづくり補助金等申請支援:18件、産金官連携事業
による新分野等進出支援:4件、融資実行:213件

④ものづくりｷｬﾘｱ教育による人材育成

⑤上田勤労者互助会事業の充実と加入促進

③信州上田ﾌﾞﾗﾝﾄﾞのﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ促進 ③ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ支援事業:7件(農民美術、野菜ｽｰﾌﾟ、ｱｯﾌﾟﾙﾃｨｰ、上田産大豆
商品、上田産桑の実商品、信州ｸﾗﾌﾄﾊﾞｯｸ、川魚使用ｲﾀﾘｱﾝ開発と上田鯉養
殖)、さいたま市との連携によるｲﾍﾞﾝﾄ開催:1回、三井住友銀行東館(東京
都千代田区)で市産品の販売・PR実施:1回

①UIJターン希望者の就職相談106人うち31人就職決定、地域若者等定住就
職支援事業研修生20人受入うち18人就職決定

①民間人材派遣会社との連携によるUIJﾀｰ
ﾝ促進事業と若者定住就職支援事業の推進

①創業支援プラットフォームによる創業支援

③IT技術者人材育成事業(新規)に向けた市内企業ﾋｱﾘﾝｸﾞ・技術研修ｾﾝﾀｰ改修、ｻﾃﾗ
ｲﾄｵﾌｨｽ促進事業(新規)による支援:1件、県「おためしﾅｶﾞﾉ」・市内ｺﾜｰｷﾝｸﾞ施設と
の連携による誘致:1件、温泉街創業・出店支援事業(新規)による支援:5件

①創業支援ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑによる相談:300件・創業:30人・女性の創業者の相談件数:30
人、ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ活用補助金事業の実施(新規)・家賃補助・改修費補助による
支援:10件

③就労サポートセンター(上田市版ハローワー
ク)事業の推進

③就職･労働相談･無料就職紹介:146件(12人就職決定)、事業所訪問:418
件、再就職支援ﾊﾟｿｺﾝｾﾐﾅｰ:24回、仕事の探し方講座:12回、定年退職前後
手続きｾﾐﾅｰ:5回、勤労者福祉ｾﾝﾀｰの移転検討

商工観光部

①UIJターン就職の促進

②企業誘致・留置の推進

③起業家、サテライトオフィス等の誘致

上田の卓越性を生かした創業支援と企業誘致・留置の推進
具体的な重点取組項目(箇条書き)

④教育委員会と今後の取組について協議、夏休み親子見学会の開催:4日間
(参加者数180名,6企業,1大学)、ものづくり教室開催:2回(参加者数25名,
長野県工科短期大学校)、ものづくり出前事業:上田地域産業展にて開催
(参加者60名)

⑤商工会議所・金融機関とのｷｬﾗﾊﾞﾝ隊による合同企業訪問(随時)、地域経済雇用
合同連絡会議の開催:4回、関東経済産業局・中小企業振興ｾﾝﾀｰ等との連携、経営
実態調査の実施:2回、企業訪問:300件、ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝの発行:月2回以上、買い物弱者
実態調査の実施・分析・検証

③中小企業振興条例の制定(検討委員会開催)、3商工団体連携による共同出展(予
算拡充):6回以上、ものづくり相談体制共同出展(非製造業出展も対象として拡充.
予算拡充):2回、域内外受発注ﾏｯﾁﾝｸﾞ等:130件以上、販路拡大補助金による支
援:35件以上、産金官連携事業による新分野等進出支援(予算拡充):5件、新技術等
開発事業による支援(予算拡充):6件、専門家派遣:10社30回、ものづくり補助金等
申請支援:10件、小規模事業小口事業資金（新ﾒﾆｭｰ）等を活用した融資実行:300
件、ﾌﾟﾚﾐｱﾑ付商品券事業による消費喚起

①開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ立上げ・補助金申請支援:1分野、ものづくりﾊﾟｰﾄﾅｰﾌｫｰﾗﾑ:2回、人
材育成事業:20回、人材確保事業:6回、信州大学繊維学部研究ｼｰｽﾞと地域企業のﾏｯ
ﾁﾝｸﾞ会(産学交流ﾗｳﾝｼﾞ):4回、中核企業見学会:2回、HP・LINEによる情報発信:随
時、ｴﾘｱ内ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとの連携促進

⑥先端設備導入計画策定支援(随時)、地域未来牽引事業計画策定支援(随時)、工
場等用地取得事業・工場等設置に対する支援:5件

④ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ支援事業補助金による新商品開発・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･農商工連携等支援(地
酒,上田紬,農民美術,加工食品等:5件)、ﾌﾟﾚｽ発表会、ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ販売の実施、銀座
NAGANO、東日本連携ｾﾝﾀｰ「まるまるひがしにほん」、ふるさと交流ｼｮｯﾌﾟ台東等の
有効活用

②政策研究ｾﾝﾀｰとの連携によるAI・IoT等の最先端技術を活用した住民ｻｰﾋﾞｽ向
上・産業振興に向けた調査研究

期限・数値目標等

期限・数値目標等

⑤事業所訪問を通じた福利厚生･共済事業の周知及び加入促進:事業所20社･会員50
人、県内互助会会員特約施設の新規開拓:5件

③関係機関と連携した就職･労働相談及び無料職業紹介:200件、地域雇用に係る情
報収集･提供のための事業所訪問:450件、再就職支援ｾﾐﾅｰ開催(ﾊﾟｿｺﾝ:24回、仕事
の探し方:12回、定年退職手続き:5回)、若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ・ｼﾅﾉ(侍学園)と連携し
た若者自立支援(就職等:25人)、人権男女共生課との連携による外国人就労に係る
各種支援策の検討･実施、勤労者福祉ｾﾝﾀｰ移転検討

①移住交流推進課･民間人材派遣会社との連携による就職支援(相談者数:120人、
地域企業への就職:35人)、UIJﾀｰﾝ就業・創業移住支援事業(新規)による移住促
進、地域企業への就職:10人

④推進委員会の開催、夏休み親子見学会の開催:4日間、ものづくり教室の開催:1
回以上、ものづくり出前事業:1回以上、ﾃﾚﾋﾞ信州「ｼﾞｮﾌﾞｷｯｽﾞしんしゅう」事業へ
の参画(新規)

②奨学金返還支援制度の創設、民間人材派遣会社のOFF-JT･OJT研修による地域企
業への就職:20人、上田職業安定協会等と連携した学生と企業とのﾏｯﾁﾝｸﾞの強化
(就活ﾌｪｱ等開催:5回、個別相談実施:3回/月、就職支援ｾﾐﾅｰ開催:15回、LINE(SNS)
による就職情報発信、高校生･大学生のｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ受入:300人、高校生事業所見学
会:400人）、地域企業見学会･学内就職ｾﾐﾅｰの開催、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成支援･
ﾏｯﾁﾝｸﾞ会開催等によるｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ受入促進(新規)

②第二期箱畳工業団地造成の推進(32年度完了予定)、ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ周辺の用地活用検
討、拡充制度による市内企業の工場・事務所等の設備や駐車場等の拡張への支
援、企業訪問:150社、ｻﾝﾜｰｸのあり方検討

期限・数値目標等

具体的な重点取組項目(箇条書き)

②AI・IoT等を活用した地域振興・産業振興推
進

①東信州広域連携による次世代産業創出支援

②若年者の地元就職促進

３

②若年層の就職支援の推進

①東信州次世代ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ策定、開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ立上げ:健康医療分野1
件、農業分野1件、HP・LINEによる情報発信:随時、ものづくりﾊﾟｰﾄﾅｰﾌｫｰﾗ
ﾑ開催:1回、人材育成事業(技術講演会・ｾﾐﾅｰ):38回、人材確保事業:4回、
大学知財群を活用した研究ｼｰｽﾞとのﾏｯﾁﾝｸﾞ会:1回、中核企業見学会:2回、
首都圏・地元企業とのﾏｯﾁﾝｸﾞ:18回、ﾄｯﾌﾟｾﾐﾅｰ:2回、ｴﾘｱ内ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ連絡会
議:4回

①東信州広域連携による次世代産業創出
支援

⑤関係機関との連携等による実態把握及び支
援

⑥地域未来投資促進法等を活用した企業の設
備投資支援

④AREC･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰと県内5金融機関との包括連携協定締結、地域未来投
資促進法に基づく東信州連携支援計画策定、商工会議所・金融機関とのｷｬ
ﾗﾊﾞﾝ隊による合同企業訪問:5件、企業訪問:464件、地域経済雇用合同連絡
会議:4回、経営実態調査:2回、ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝの発行:24回、買い物弱者実態調
査に向けた庁内検討

④関係機関との連携等による実態把握及
び支援

③意欲ある中小企業のきめ細かな経営支援

③上田市版ﾊﾛｰﾜｰｸ事業の推進

④キャリア教育による人材育成

④信州上田ブランドのブランディング促進

１

地方創生に向けた地域未来投資の促進と地域産業の活性化

地域雇用促進に向けた人材育成と就職マッチング支援

２

地方創生に向けた地域産業の活性化と地域未来投資の取組支援
具体的な重点取組項目(箇条書き) 達成状況・達成度

具体的な重点取組項目(箇条書き)

⑤企業の設備投資、地域未来牽引事業の
促進

⑤生産性向上特別措置法に基づく基本計画の策定・固定資産税軽減制度の
創設(計画認定89社)、地域未来投資促進法に基づく固定資産税軽減制度の
創設、地域未来牽引企業(H30:3社認定、合計:9社)

①創業支援ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑによる創業支援 ①創業支援等事業計画改定、創業支援ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑによる相談:430件、創
業:48人、子育て女性社会進出促進事業による子育て女性の雇用:34人、女
性の創業ｽｸｰﾙ参加者:36人、女性の創業ｽｸｰﾙ卒業生によるﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟﾐｰﾃｨﾝ
ｸﾞ:3回、創業を目指す女性が集うﾐﾆｳｰﾏﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ:89人、ｻﾃﾗｲﾄｵﾌｨｽ助成制
度の検討(先進地視察等)、ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ活用に対する助成制度の創設

②地域の優位性を活かした企業誘致・留
置の推進

②工場等用地取得事業・工場等設置事業の助成制度拡充、工場等用地取得
事業・工場等設置に対する支援:3件、事業所訪問:52社、信州ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌｫｰﾗﾑ
in東京への出展、宅建協会・金融機関への民有地照会:14件、工場設置事
業助成金:3件、技術研修ｾﾝﾀｰ利活用によるIT技術者育成事業の検討

具体的な重点取組項目(箇条書き) 達成状況・達成度

②就職面接会・就活フェア:4回開催、首都圏大学等への企業情報誌配
布:590校、高校生・大学生へのLINEによる就職･地域情報発信、高校生･大
学生ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ:239人ﾏｯﾁﾝｸﾞ、高校生事業所見学会:15校363人、就職個別
相談:36回(59人)・支援ｾﾐﾅｰ:21回(299人)、自立支援ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ及び保護者
面談の実施による就職等19人、奨学金助成制度の検討(庁内会議2回)、首
都圏大学訪問(11月)、県民学生寮訪問(2月)、首都圏での地方就職説明会
開催･参加(2,3月)

地方創生に向けた創業支援及び企業誘致・留置の推進

UIJターン促進と若者等就職支援及び人材育成、雇用マッチング促進
達成状況・達成度 具体的な重点取組項目(箇条書き)
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　重点目標一覧表 担当部局名

【平成30年度重点目標】 【令和元度重点目標】

商工観光部

重点目標 重点目標

重点目標 重点目標

④企画展・写真展の開催:4回、ｻﾛﾝﾄｰｸ・文学散歩の開催:4回、土蔵壁改修、商店
街等との連携促進、SNSを活用した情報発信、池波正太郎真田太平記館「友の会」
の活性化

②上田商工会議所・商店街等との連携によるﾁｬﾚﾝｼﾞｼｮｯﾌﾟ「豆の木」の運営、店舗
賃借料補助の実施、まちなか業種別ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ制度の実施、空き店舗見学会の開
催:1回以上、まちなか創業ｾﾐﾅｰの開催:4回

⑤広域観光振興事業の推進

①豊富な観光資源の活用とおもてなしの
観光基盤整備

期限・数値目標等
①海外誘客促進：外国人延宿泊者数25,000人、海外ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ(台湾2回、ﾀｲ1回、ｶﾅ
ﾀﾞ1回)、ﾌｧﾑﾄﾘｯﾌﾟ(台湾2回、ｳｪﾙﾈｽ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｻﾐｯﾄ温泉部会:10月)、軽井沢観光協
会連携事業(ｶﾅﾀﾞｷｬﾝﾍﾟｰﾝ:6月、ﾌﾗﾝｽ観光開発機構ｲﾍﾞﾝﾄ:5月・11月)、しなの鉄道
沿線ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ推進協議会(ﾌﾘｰﾁｹｯﾄ事業)、首都圏PRｷｬﾝﾍﾟｰﾝ(ｽｶｲﾂﾘｰ、SMBC:2回)
情報発信(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾘﾆｭｰｱﾙ:6月、SNS(twitter、facebook、instagram)活用促進、
多言語ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ改訂:5か国語)
受入態勢整備(多言語案内看板整備:10か所、Wi-Fi整備)、手荷物一時預所設置運
営(旅行会社業務提携:1月運用開始)、ｷｬｯｼｭﾚｽ対応の周知・啓発(観光会館売店
Origami pay:6月導入)

①インバウンドの促進

④「稼ぐ観光」への体制強化

③東日本連携(支援ｾﾝﾀｰ活用、誘客促進)、ﾄﾗｲｱﾝｸﾞﾙ連携(広域ｻｲｸﾘﾝｸﾞ連携、ﾕﾆﾊﾞｰ
ｻﾙﾂｰﾘｽﾞﾑ事業市内調査、松本直行ﾊﾞｽ運行 3,500人、信州花ﾌｪｽﾀ2019:4月～6月、
真田街道推進機構等連携（お城EXPO:12月)

④(一社)信州上田観光協会の体制強化(専任事務局長配置、収益事業強化(会員及
び協賛団体の加入促進))
地域おこし企業人の登用(派遣元との協定締結:7月、派遣開始:8月)、戦略ﾌﾟﾗﾝ骨
子策定：3月(観光誘客、ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ、ﾜｰｹｰｼｮﾝ促進)
信州上田おもてなし武将隊事業促進 (観光ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ20回、戦国GIG:11月)
旧石井鶴三美術館の活用検討

「観光地・上田」の魅力アップと誘客促進

期限・数値目標等

具体的な重点取組項目(箇条書き)

５

中心市街地の活性化と稼げるまちづくりの推進
具体的な重点取組項目(箇条書き) 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目(箇条書き)

②真田十勇ｶﾞｰﾃﾞﾝﾌﾟﾚｲｽにおけるまちなかｲﾀﾘｱ展・まちなかﾛﾃﾞｨ展の開
催、ｲﾀﾘｱを学ぶ連続講座の開催:5回、商店街への歓迎ﾀﾍﾟｽﾄﾘｰ等の掲出、ｲ
ﾍﾞﾝﾄ開催時における食の提供と優待券の配布

②真田十勇士ｶﾞｰﾃﾞﾝﾌﾟﾚｲｽ等を拠点とする
上田まちなか交流事業の促進

③商店街及び各個店に関する情報発信の
充実

③総合ｳｪﾌﾞｻｲﾄ「上田まちなか商店街」における店舗情報等の更新、掲載
店舗数:49店舗(13店舗増加)、ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ・ﾂｲｯﾀｰによる情報発信

④池波正太郎真田太平記館の魅力発信と
関係機関・商店街等との連携による市街
地活性化の促進

①まちなか創業空き店舗活用事業の実施 ①ﾁｬﾚﾝｼﾞｼｮｯﾌﾟ「豆の木」の開設(2店舗営業中)、店舗賃借料補助:3件、ま
ちなか業種別ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰによる相談:5回、空き店舗見学会の開催:2日間、
まちなか創業ｾﾐﾅｰの開催:3回

④企画展、写真展の開催:4回(うち1回は開館20周年特別企画として実
施)、ｺﾝｻｰﾄ・文学散歩の開催:2回、空調設備の更新、年間入館者
数:17,481人

①第二期中心市街地活性化基本計画後の方針
検討

③真田十勇士ガーデンプレイス等を拠点とす
る上田まちなか交流事業の促進

④池波正太郎真田太平記館の魅力発信と関係
機関・商店街等との連携による市街地活性化
の促進

②まちなか創業空き店舗活用事業の推進

③ﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ及び2020年東京ｵﾘ・ﾊﾟﾗ大会をﾃｰﾏとする企画展示の実施、ｲﾀﾘｱ
交流ｾﾐﾅｰの開催:3回、まちなかｲﾀﾘｱﾜｲﾝﾌｪｽﾀ･地酒ﾌｪｽの開催、商店街等によるｲﾍﾞﾝ
ﾄの開催支援・販売促進支援

①中心市街地活性化協議会・庁内意見交換会による第二期基本計画検証、方針及
び独自ﾌﾟﾗﾝ策定検討

中心市街地の活性化と中心商店街への回遊促進

４

③広域連携事業の推進

②観光資源のブラッシュアップと活用推進

⑤真田街道推進機構(ﾊﾟﾝﾌ配布等）、長野、松本、上田ﾄﾗｲｱﾝｸﾞﾙ連携(三市
ﾉﾍﾞﾙﾃｨ製作、上田-松本間ﾊﾞｽ564便：2,967人、ｳﾙﾄﾗｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞ上田→長
野：52人、松本→上田：69人)、上田駅案内所運営(利用者24,557人)、ｷｬﾝ
ﾍﾟｰﾝ(定住自立圏、上田地域観光協議会、上信越道沿線地域連絡会、信州ｼ
ﾙｸﾛｰﾄﾞ協議会)、北陸新幹線停車駅ｻﾐｯﾄ、忍者連携(日本忍者協議会、国際
忍者学会)

②温泉地(別所温泉・丸子温泉郷)活性化支援(ﾀｳﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ参加:月1回、空き家空き
店舗等活用支援(商工課連携))、塩田の館の展示内容ﾘﾆｭｰｱﾙ検討
観光団体ﾊﾞｽﾂｱｰ誘致(団体ﾊﾞｽ補助金事業（新規）:1月～3月、柳町との連携強化、
観光ｶﾞｲﾄﾞ育成事業:6月開始)
ﾏﾘｺﾜｲﾅﾘｰ活用による旅行商品開発(広域行政間連携促進 しなの鉄道・旅ﾀｸｼｰ等の
活用)
信州上田ﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝ事業(ｻﾏｰｳｫｰｽﾞ10周年記念事業:4～9月、映画「兄消える」誘
客促進 ﾛｹ地ﾏｯﾌﾟ製作他:5月開始)
誘客ｲﾍﾞﾝﾄ開催(信州上田まつり実行委員会ｲﾍﾞﾝﾄ 春・夏・秋、市民まつり実施、
国際忍者学会:9月、うえだ鉄道まつり:10月、食のおもてなし事業:観光ｼｰｽﾞﾝ)

①信州ｱﾌﾀｰDCｷｬﾝﾍﾟｰﾝ関連PR事業の実施、「MISSION上田の魅力を攻略せ
よ！」ﾎﾟｽﾀｰ、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ製作、SNS活用による旬の情報発信（日本ﾀｳﾝ誌・ﾌ
ﾘｰﾍﾟｰﾊﾟｰ大賞優秀賞受賞）、ｸｰﾎﾟﾝ付きｸﾞﾙﾒｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ改訂、別所温泉現地
視察及び地元会議参画、別所温泉ｾﾝﾀｰ・北向観音裏観光トイレ改修、観光
看板の補修等(10箇所)

②国内ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ商談会参加：3回、海外ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ(ﾀｲFITﾌｪｱ、2018台北国際
旅展、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙｱﾆﾒ・ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ）、ﾌｧﾑﾄﾘｯﾌﾟ（台湾2回）、しなの鉄道ﾊﾞﾝ
ｻﾞｲﾊﾟｽ製作、訪日外国人向けﾌﾘｰﾍﾟｰﾊﾟｰ掲載（3回）、ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞﾐｰﾃｨﾝｸﾞ、ｲ
ﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ研修会開催、外国語版HP・SNS運営・観光ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ配布(通年)、軽
井沢観光協会及び長野観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾋﾞｭｰﾛｰとの連携強化に着手

②ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞの推進

③国内観光ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ事業（38回）、誘客商談会参加（4回）、旅ﾀｸによる誘
客(325人)、柳町を中心とする団体ﾊﾞｽ誘客（約700台）、ﾛｹ支援（兄消え
る等53件）信州上田おもてなし武将隊活動（上田城323回、県外ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
(12回)、DMO研修会参加2回

③一般社団法人 信州上田観光協会の主体
的な観光事業活動の推進

④真田ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ等を活用した観光誘客の推
進

④信州上田観光ﾌﾟﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ事業(上田まつり出演、ﾎﾟｽﾀｰﾁﾗｼ製作 春・夏・
秋・冬版)、上田城千本桜まつり 25万人、上田真田まつり 15万人、上田
城de夏ﾌｪｽﾀ 1.5万人、上田城紅葉まつり（戦国GIG凱初開催）3.5万人

達成状況・達成度具体的な重点取組項目(箇条書き)

持続的な観光地を目指す「稼げる観光」の推進
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